
QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！11人の議員が一般質問

9月定例会

お子さん連れで子育ての説明を受ける保護者
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質問事項
◆新型コロナウイルスワクチン接種の現状と課題
◆香取市地域振興基金の活用・発動計画
◆学校給食費無償化の市長決断を求める
◆国保税の「子ども均等割額」の廃止
◆第４期における宇井市政の「福祉行政」は、どの
ように評価・総括しているのか

根本義郎
ねもと よしろう 議員

質問事項
◆香取市農産物の海外輸出の現状、今後の方針、
計画
◆香取市農業再生協議会の組織、構成、基準単収
◆農業の現状と今後の展望

木村
博きむら ひろし 議員
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